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Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
「
仰
新
春
懇
親
会
」
は
来
春

１
月
抑
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

発
足
以
来
３
回
目
の
催
し
と
な
り
、

毎
日
会
員

を
始
め
、

釣
り
業
界
、

関
係
マ
ス
マ
ヽヽ
の
督
さ
ん

も
多
数
出
席
。
自
己
紹
介
や
意
見
交
換
な
ど
我
々

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
と
つ
て
有
意
義
な
懇

親
会
と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
な
か
った
会
貝
。ま

た
、

平
成
Ю
年
度
に
☆
格
収
得
さ
れ
た
新
会
貝

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

先
縦
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、こ

れ
ま
で
の
会
の
動
き
や

活
動
、今

後
の
計
画
な
ど
詳
し
い
説
明
も
得

ら
れ
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

本
部

（
０
６
１
２
４
５
１
４
８
０
０
）。

懇
親
会
に
は
エ
ン
プ
レ
ム
を
！

恐
親
会
に
出
席
の
際
は
、今

釣
脇
の
エ
ン

ブ
レ
ム
を
持
文
し
て
下
さ
い
。

米
資
も
多
く
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
会
貝
と
し
て
の
証
明
に
も
な
り
ま

す
の
で
、亡

心
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

夕

‐Ｓ

活
動
の
場
に
翻
る
ｄ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の

シ
ン
ボ
ル
腹
作
成

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
で
は
、

こ
の
ほ
ど
会
活
動

や
各
和
行
中
に
担
揚
す
る
ンヽ
ン
ポ
ル
旗
を
つ

く
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、釣
り
教
宝
や
釣
り
大
会
の
実

釣
指
導
に
あ
た
り
、

ハ〓
本
部
や
集
合
地
の

日
印
も
な
く
、不

便
を
か
こ
って
い
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
背
さ
ん
の
強
い
要
望
に
応
え
制
作

し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
は
、縦

９。

ｃｍ
ｘ
触
６０

ｃｍ
の
大
放

と
縦
６。

ｃｍ
ｘ
横
４。

ｃｍ
の
小
旗

２
純
。

各

３
振
。

悼
| 口 ! 「

〓
ヽ
Ｐ

京
キ ゴJf!

日時  平 成 11年 1月 19日 (火 )
PM6:30よ り

会 場  大 阪 梅 田 ・ヒル トンホ テ ル
4階 「真 珠 の 間 」

会 費  ¥10,000(当 日、算3で受付)

」OF I大 阪 代 表 。書 界 来 質 接 拶 、悪
親 パ ー テ ィ、豪 華 釣 具 な どの お 楽 し
み 抽 選 会 な ど各 種 イベ ン ト。

１０
月
１５
日
の
理
事
会
で
公
開
さ
れ
、早

違
、

大
臣
浴
フ
Ｆ
ミ
リ
ー
釣
り
大
会
や
大
阪
西
区

民
祭
り
の
フ
ィ
ッ
ンヽ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
の
各
本
部

に
描
揚
さ
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
活
動
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、有

効
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、ヽ

ン
ン
ポ
ル
旗
は
、各

地
区
委
員
会
ヘ

も
大
小
旗
一組
が
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

大

い
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

（芋
巣
部
会
委
員
長
・中
野
恵
司
）

疑璽繋薯t‐
◇

'99新
年度宇栗及び活動計画

◇新役員選出名霜砲
◆

'99年
新春憩議会開催報告

◆大東南家族海釣り大会開催など、
地区活動報告

◆「汚染される魚達」など会員寄稿
の体験リポートや「提言・苦言」他
を掲載っ
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淀
川

・
大
和
川

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

協
力
体
制
調
う

今
年
、Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
腹
の
環
境
問
題
キ
ャ
ン
ペ

ー
ンヽ
の
一環
と
し
て
、

「
鶴
淀
川
わ
ん
ど
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

淀
川
で
は
新
竹
北
部
地
区
委
員
長
が
、

主

縦
者
側
と
来
年
度
脚
解
時
か
ら
の
「協
力

湖
体
」
と
し
て
の
本
格
的
参
加
を
。
ま
た
、

大
和
川
は
、

高
測
南
部
地
区
委
員
が
参
加

を
推
ね
、

現
地
を
見
学
、

関
係
者
と
Ｊ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
大
阪
の
参
加
協
力
に
つ
い
て
話
し
あ
Ｐ
ｔ

ド
さ
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
存
在
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
頂
い
た
訳
で
す
が
、来

年
の
開

催
時
に
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
委
員
会

が
中
心
に
な
，
革
盤
ｗ
を
展
開
す
る
方
針
で
す
。

各
自
治
体
ヘ

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

参
加
を
要
請

大
阪
府
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
連
新
機

構
で
は
、

我
々
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活

動
の
場
を
広
げ
、

釣
り
を
通
し
て
社
会
本

仕
に
役
立
ち
た
い
と
願
Ｐ
Ｌ
ｌＯ
月
９
日
、

士Ｈ

川
幾
久
夫
入
〓長
名
で
各
自
治
体
に
対
し
、

「公

事
降
、

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ご
活
用
の
お

騒
い
」
と
題
す
る
要
請
文
と
、

地
域
在
住
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
名
簿
を
送
付
し
ま
し
た
。

従
Ｐ
ｔ
、

今
後
、

送
付
先
か
ら
の
参
加
要

就
や
活
動
に
付
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
予
測

さ
れ
ま
す
の
で
、みヽ

の
探
に
は
横
旺
的
に
対

処
さ
れ
る
よ
う
お
歌
い
し
ま
す
。

ま
た
、

対
応
校
に
付
い
て
は
、本

部
に
ご
相

絞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、人

材
の
派
述
、数

材

の
提
供
な
ど
も
い
た
し
ま
す
。

期
待
広
が
る

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の

目
寛
ま
し
い
発
展
ぶ
り

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
が
発
足
し
て
３
年
。

縦
縦

も
一段
と
強
化
さ
れ
、釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
集
田
と
し
て
の
本
領
を
発
押
す
る
場
を

脱
索
し
て
き
ま
し
た
が
、そ

の
生
“意
と
努
力
が
、

や
っ
と
実
り
始
め
、今

年
は
、フ

イ
ン
ン
ン
グ
ス

ク
ー
ル
や
、釣
り
大
会
の
開
催
協
力
、

釣
り

場
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
運
動
な
ど
活
動
の
場
が

広
が
り
、大

忙
し
の
一年
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

延
べ
２
５
０
人
に
の
は
り
、

Ａ”
や
釣
り
に
関

す
る
ポ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動
は
全
国
の
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
団
体
の
中
で
も
群
を
抜
く

存
在
と
白
負
す
る
ま
で
に
い
た
って
お
り
ま
す
。

ま
た
、

指
導
や
参
加
の
要
満
も
多
く
来

年
度
に
は
、さ
ら
に
活
動
の
場
が
広
が
る
も

の
と
推
測
さ
れ
、日

下
そ
の
対
応
雅
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
が
、問

題
は
人
材
不
足
で
す
。

幸
い
、各

地
で
開
催
す
る
釣
り
教
室
な
ど

で
は
「ど
の
よ
う
な
形
で
参
加
し
た
ら
良
い

の
か
判
ら
な
い
の
で
、と
り
あ
え
ず
見
学
に
…
」

と
云
つヽ
会
貝
が
会
場
を
訪
れ
、そ

れ
を
機
に
、

熱
心
に
活
動
に
参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
て

き
て
い
る
い
で
す
。

一方
、

本
部
で
も
、

こ
う
し
た
参
加
へ
の
情

報
提
供
や
窓
日
の
拡
大
に
努
め
る
一方
、

新

年
度
総
会
に
は
、細

殺
の
強
化
再
語
を
行
い
、

公
員
の
積
虹
的
参
加
協
力
を
お
取
い
し
た

い
と
ｉｌｌ
ら
一Ｌ
い
る
次
第
で
す
。

（事
業
部
会
委
員
長
，中
野
恵
司
）

●

９８
会

議

メ

モ

４
月

１４

日
　
理
事
会

（驚
会
日
程

、△
〓
報
発
行
）

５
月

１１
日
　
事
集
委
員
会

（雑
会
空
件
）

５
月

１８

日
　

経
会
整
備
会

（黙
会

提
空
空
件
）

５
月

２２

日
　
程
会
開
催

（大
阪
市
立
中
央
会
館
）

６
月

２
日
　
本
〓
計
部
会
、

事
務
局
合
同
会

霊

公
〓

員
名
頭
作
成
、

本
〓
費
の
件
）

６
月

１５

日
　
車
業
委
員
会

（統

年

度

事

業

計

推

違
会
議
）

６
月
２０

日

事
奨

・
地

区
委
員
会

合

同
会

議

（各

地
区
行
事
開
催
打
ち
合
わ
せ
）

７
月

１８

日
　
事

務
局
会
議

公
宏
報

、
△
耳
資
納

入

用

紙
発
送
作
業
）

８
月
７
日
　

理
事
会

（各
事
業
開
催

と
会
鎮
発
行

打
ち
合
わ
せ
）

９
月
８
日
　
理
事
会
公
丁
療
作
成
、各

事
業
打
ち

合
せ
）

９
月
２‐

日
　
西
区
民
票
り
貫
行
委
員
会

（彗
加
獲

目
及
び

、
参
加
苦
打
ち
合

わ
せ
）

１０

月

１５

日

理
事

会

（府
下
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
釣

り
教
室
問
設
と
大
畷
湾
フ
ｒ
ミ

リ
ー

釣
り
大
会
奉
加
打
ち
合
わ
せ
他
）

イヽ
ン
京
ル
旗
完

成

（各

地
区
委

員
会

へ
貸
し
出
し
）

１１

月
１０

日

理
事

会

（新

年

度
事

業

、
予

算

、
役

員
改

選
の
件
他
）

‐２

月

８

日

理
事
会

（新

年

度

予

算

、
事

業

、
役

員
改

選
の
作
他
）

（カ
ソコ内
は主
な
説
貫
）

Ａロ

西
日
本
は
広
島
、名

古
屋
で

公
認
釣
り
指
導
員
資
構
試
験

護
習
会

（社
）全
」―
本
釣
り
団
体
協
議
会
，同
出

本
水
産
☆
源
保
置
脇
会
主
能
の
日
本
釣
振

興
会
な
ど
脇
熊
の
「
平
成
的
年
公
融
釣
り

イ
一プ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
☆
格
試
験
講
習
会
」
は

去
る
１０
月
、広

島
、名

古
妊
の
会
場
で
開
継

さ
れ
ま
し
た
。

資
格
試
験
は
１
月
１０
日
、各

会
場
で
一斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、毎

年
、

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
大
阪
地
区
は
、Ａヤ

回
、

見
合
わ
さ
れ
来
年
度
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、平

成
１０
年
度
ま
で
の
資
格
取
得
者

は
、

全
国
郎
道
府
県
で
計
２
、３
８
９
名
。

大

阪
地
区
で
は
２
７
６
名
（う
ち
女
性
８
名
）で

内
訳
は
別
表
。

屯

JOFl大 阪・会員在籍者数

地 区 別 海 水 面 内 水 面 小  計

Jヒ富BH芭E蚕 56 9 65

中部地区 110 23(6) 133(6)

南部地区 62 16(2) 78(2)

合 計 228 48(8) 276(8)



O  F  F  i  C : A と F , S  H  l ヽ G  I ヽ S T  R  t , C T O R   O S A R A

==

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
が
発
足
し

た
な
か
で
、

大
阪
を
中
心
と
し
た
大
腹
府
釣

リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
連
絡
機
構
「Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

大
阪
」
が
誕
生
し
て
は
や
く
も
二
年
を
迎
え

ま
し
た
。

し
か
し
、

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

細
縦
は
世
問
全
般
に
融
知
さ
れ
る
ま
で
に
は

至
って
お
り
ま
せ
ん
。

だ
が
徐
々
に
、

府
下
各
地
の
市
町
村
で
の

釣
り
敦
室
開
催
や
、主

要
河
川
の
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

釣
り
大
会
で
の
指
導
な
ど
、

本
来
の
共
た
す
べ
き
役
割
が
坤
え
て
き
て
い

る
こ
と
は
、試

に
草
ば
し
い
次
第
で
す
。

こ
う
し
た
親
織
活
動
は
、金

田
的
な
機
構

の
な
か
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
が
推
も
先
進
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

我
々
に

と
っ
て
は
、

ま
だ
木
成
果
で
、

誇
れ
る
程

の
理
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
で
は
、

」ヽう
し
た
活
動
に
積
極
的
に

参
加
さ
れ
一に
い
る
方
は
一部
に
過
ぎ
ず
、人

材

不
足
は
歪
め
ま
せ
ん
。
も
し
そ
れ
が
、多
く

の
参
加
者
を
得
ら
れ
る
事
に
な
れ
ば
、
日
本
本

の
活
動
組
織
と
な
る
の
は
必
定
で
す
。

現
在
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
本
部
で
は
、

そ

の
ん
の
、

活
動
の
場
の
開
拓
と
Ｐ
Ｒ
に

務
め
、

皆
さ
ん
が
、

よ
り
多
く
参
加
で

き
る
場
を
広
げ
る
事
に
努
力

し
て
い

ま
す
。

せ
っ
か
く
取
得
し
た
資
格
を

眠
ら
せ
ず
、大

い
に
活
用
し
持
り
と
実
紙
を

積
み
碇
ね
て
行

」ヽう
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
部
（事
業
部
会
）
で
は
そ
の
ん
の
教
材

と
な
る
釣
り
具
や
テ
キ
ス
ト
の
提
供
準
備

も
控
え
て
あ
り
ま
す
。

組
織
へ
の
参
加
は
推
論
、

在
住
地
域
の
団
体
グ
ル
ー
プ
、ま

た
駐
坊
な

ど
で
、出
ら
中
心
と
な
り
、

控
全
な
釣
り
技

術
の
普
及
。

環
境
キ
ュ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、

釣
り

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
大
い

に
発
押
し
て
戴
き
た
い
と
、念

取
す
る
次
第

で
す
。

（珊
■
・い
務
部
会
、大

阪
南
部
地
区
委
員
）

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の

出
逢
い
と
提
言

前

日

米

造

私
と
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ト
あ
附
逢

い
は
奇
妙
な
怒
で
始
ま
っ
た
。

勤
め
帰
り
の
飲
み
圧
で
、釣
り
仲
問
か
ら
口
」

ん
な
制
度
が
あ
る
が
、あ

ん
た
に
相
応
し
い
の

で
は
な
い
か
？
」
と
見
せ
ら
れ
た
新
聞
切
り

抜
き
の
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
試
験

の
募
来
要
項
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

内
容
を
見
る
と
、

受
講
費
用
が
意
外

に
高
い
。

だ
が
、常

々
こ
う
し
た
制
度
に
関
心

を
抱
聖
ｔ
い
た
私
に
は
睦
力
的
で
あ
り
、

半

連
受
講
し
た
の
が
現
在
、

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
仲
間
入
り
し
て
い
る
私
だ
が
。

し
か
し
、☆

格
を
得
た
当
初
は
こ
れ
と
云

っ
た
役
卸
は
何
も
米
た
さ
ず
、せ
つ
か
く
得
た

女
格
は
い
な
る
飾
り
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

試
に
勿
体
な
い
話
で
あ
る
。

そ

」ヽで
、も
っ
と
積
紙
的
に
行
動
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
ｒ
…
。

そ
う
思
っ
て
本
部
の

会
合
に
は
、事

村
の
許
す
限
り
参
加
し
た
。

出
来
た
ば
か
り
の
親
紋
づ
く
り
は
、

大
変

で
あ
り
、全

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
の
場

や
交
流
を
巡
っ
て
試
行
鎌
誤
。

そ
し
て
全
国

組
織
に
先
駆
け
る
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
腹
が
生
ま

れ
た
。

手
い
、

こ
れ
を
機
に
釣
り
数
室
の
開
催

や
な
れ
行
事
の
参
加
の
場
が
増
え
、機

構
本

来
の
目
的
が
持
々
と
逃
み
は
じ
め
、将

来
へ
の

期
待
と
希
望
が
湖
き
始
め
た
。

し
か
し
そ
の
活
動
の
場
は
、我

々
に
と
って
往
々

に
し
て
、

単
な
る
「黒
子
」
に
過
ぎ
な
い
場
合

が
あ
る
。

例
え
ば
、放

流
事
業
や
釣
り
大
会
な
ど
に

参
加
し
て
い
な
が
ら
、他

団
体
の
控
に
鶴
れ
、

ど
の
ポ
ス
タ
ー
や
船
子
を
見
て
も
我
が
「Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
」
の
活
字
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
さ

に
一用
身
の
狭
い
思
い
だ
。

参
加
す
る
以
上
、せ

め
て
「協
力
」
の
２
文

字
ぐ
ら
い
は
児
い
出
す
よ
う
に
出
来
な
い
も

の
か
？
。

役
員
幹
部
の
力
壮
が
問
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
ど
、
】」れ
ら
活
動
に
使
う
、ヽ

ン
ン
ポ

ル
旗
も
出
来
た
一▼
）だ
し
、

よ
り
我
々
の
存

在
を
知
Ｐ
ｔ
賞
う
た
め
に
、ヽ

こう
し
た
Ｐ
Ｒ
問

題
に
も
真
剣
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
活
動
の
場
が

大
い
に
開
け
る
も
の
と
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
の
提
言
。

私
の
身
勝
手
な
を

え
だ
ろ
う
か
？（理

事
・大
阪
北
部
地
区
委
員
）

奄=で なりません。これす,■点いに釣りを皐しみます=毎七轟うご

ざいます|」Tさんif毎,「摯士的で重切む先生方に |!書と安心

書ゴ馬=ヨ _た1」Kさ452主 。

この夏|こ妻馨した、妻と野売の「市長お釣り空ま」た=率■,て ,

毛義部地区蓄曇会に朝記のようなデ主喜=お 礼の棄喜ず車や寄

せられました。いずれも、子育てや苦事が手事致されつっある中

墓年層の主母からの態垂え喜びが見られる内容です。

運まきながら覚えた釣りα―讐珠が、これからの人生に役立てて

下さると云う多rす 。我々、釣リインヌト手今ターと'_=は、この轟

棄て 妻=ら れた役讐1の垂ヽtや一雪号に染みる書いです。また大

三襲しい励ましの手紙です。
要佐野売空告誓曇舎竺重学雪センテーが府下3市 に先壷〔すて

客葺この三1■筆=を 弱馨 既に4生を軽違与ますが、年々、受霊喜

が増え、小中学生から父母親。さらに島年のお年寄士ぞど孝海層

が車くなってきており我々、賠導する立堤でもより農き知室、技萄

を毒く必要性を需毒させられました。

(牽選地区奉曇長 Jじ日章韓)

1998.10.lo
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●会本部では、こうした情報を挙考に来書劇の方々の新たなる参加を瑚

待しています。下記の地区事ロヘ問い合わせて下さい。

●北部地区委員会TEL06▼ 392‐7688(新 竹)

◆中部地区委員会TELOフ 29-フl‐1]lフ (中野)

◆蕗聾地区委員会TELOフ 22‐97‐2962(北 田)

好
評
の
枚
方

・
交
野

市
民
釣
り
の
集
い

家
族
則
要
で
釣
り
を
■
し
ん
で
も
ら
お
う

と
今
年
も
６
、８
、

‐０
月
の
各
田
叫
日
。

枚
方

市
内
に
あ
る
大
に
な
淀
川
左
岸
流
域
下
水

施
設
の
枚
方
材
処
理
場
安
定
池
で
枚
方
、

交
野
両
市
民
参
加
「市
民
釣
り
の
蜂
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
場
内
の
広
大
な
八
質
安
定
池
に
は
コ

イ
、

フ
ナ
、

テ
ラ
ピ
ア
な
ど
が
放
流
さ
れ

て
あ
り
、

家
族
迎
れ
で
釣
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
、

場
内
に
特
設
し
た

「釣
り
数
室
」
で
北
部
地
区
メ
ン
バ
ー
や

地
元
釣
リ
ク
ラ
ブ
の
枚
方
渚
釣
会
ら
７
人

が
実
技
や
マ
ナ
ー
、

ル
ー
ル
の
持
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

脱
提
期
間
の
延
べ
８
日
門
に
は
純
ｒ
逃

れ
を
中
心
に
１
３
０
０
人
が
参
加
、

昨
年
、

開
住
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
る

な
ど
好
評
の
市
民
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、

阻
継
に
と
も
な
い
、今

回
も
日
本

釣
板
輿
会
近
横
支
部
よ
り
、

参
加
記
念
品

や
釣
り
場
用
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
支
援
が
あ
り

ま
し
た
。

（北
部
地
区
委
娯
。中
出
降
文
）

淀
肘
わ
ん
ど

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
協
力

北
部
地
区
で
は
７
月
１９
日
、大

阪
市
旭
区
の

城
北
公
田
一帯
の
わ
ん
ど
で
行
な
わ
れ
た
「淀

川
わ
ん
ど
ク
リ
ー
ン
大
作
機
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

近
横
地
建
ェ
事
事
務
所
、河

川
環
境

管

理
財
回
、ヱ
ン
オ
大
阪
始
め
年
純
環
境
保
護
、

ポ
ラ
ン
ア
ィ
ア
団
体
な
と
が
参
加
す
る
「ア

イ
ラ
ブ
遊
―
淀
川
」
実
行
委
員
会
が
主
継

し
お
よ
そ
８
０
０
人
が
参
加
。

左
岸
．付

の
わ

ん
ど
の
満
締
と
生
物
耐
☆
を
展
開
し
ま
し
た
。

北
部
地
区
か
ら
、

委
員
長
以
下
２。
人
が

参
加
し
ま
し
た
が
、

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中

段
防
止
を
呼
び

覆
一
　
　
卜離
慶
」
村
州
「
い
る‐！
釣

ン

〓
　
　
い
護
ヨ
軍

フ
↓

リ

イ
ト
の
ポ
イ

響

や　
理
コ
対
邸
占
日

捨
て
が
日
立
ち
、

号

　

恥
面
駅
騨
脚
Ｆ
・
ェー

今
後
さ
ら
に
強

‐と

」
ユ
要
司
堕
ゴ
ロ
■

力
な
防
止
運
動

ん

手
Ｌ
軽
習
幸

を
進
め
る
必
要

わド

〓
一　

占
騒
田
更
【
性
を
瑞
患
し
ま

涯
　
　
口湛

臣
醒
■
耳

し
た
。

（北
部
地

区
委
員
長
・所

竹
柳
太
郎
）

京
都
八
幡
市
で

親
子
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ

敦
室
開
催

中
部
地
区
委
員
会
で
は
７
月
２５
四
か
ら
、

京
都
府
人
捕
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
諜

Ｑ
」協
力
を
得
一く
、

人
幡
市
民
セ
ン
タ
ー
で

延
べ
３
日
間
、芝

体
み
の
「
純
子
フ
ィ
ン
ン
ン

グ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、お

母
さ
ん
方
と
子
供
ら
３０
人

が
受
講
。
ビ
デ
オ
を
使
っ
た
、人
と
自
然
の

ふ
れ
あ

い
や
、

釣
り
の
マ
ナ
ー
、

実

釣
に
備
え
た
釣
り
技
術
な
ど
を
指
導
。

様
終
日

（
８
月
８
日
）
は
全
貝
、

枚

方
市
・淀
川
左
岸
流
域
下
水
施
設
枚
方
者

処
理
場
の
安
定
池
で
フ
十
や
コ
イ
の
実
釣
会

を
催
し
、

釣
り
の
楽
し
さ
を
身
に
つ
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。

な
お
、

開
催
に
当
た
り
、

日
本
釣
振
興
会

近
横
支
部
と
い
マ
ル
キ
ュ
ー
の
脇
策
を
得
ら

れ
ま
し
た
ぅ

（中
部
地
区
二
Ｈ
川
社
久
雄
）

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

釣
り
授
能
指
導

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
技
能
括
導
の
一環
と

し
て
開
位
さ
れ
て
い
る
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
浪

逃
地
区
進
歩
委
貝
会
主
離
の
「釣
り
手
講

習
考
奈
会
」
は
、今

年
も
１０
月
２４
日
、１

泊
２

日
の
日
程
で
泉
南
の
大
阪
府
立
市
少
年
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
に
の
中

部

地
区
メ
ン
バ
Ｉ
Ｈ
人
が
参
加
し
て
、そ

の

指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
誌
習
会
は
、今

年
で
３
回
日
の
開
催
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●」OFI大ほでは、会規的の第6条に基づき、大張府下を3ブロックに分割、
地域会員の連題jBや活動運癒の強化に努めています。この活勁レポー

トは、地域会員がすでに会長岡の交流を広げ活発な湛動を屋開してい

る寝様を旨さんにお知らせするコーナーです。

と
な
り
、

当
日
参
加
し
た
府
下
各
地
区
の

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
２。
人
と
宿
泊
を
共
に
し
、

釣
り
技
術

や

マ

ナ

ー
、

ル
ー

ル
、

実
釣

な
ど
、

将

来
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト

た
ち
が
、

釣
り
を
通
じ
て
後
☆
た
ち
に
正

し
い
釣
り
の
普
及
を
図
れ
る
よ
う
指
導
し

ま
し
た
。

（大
阪
中
部
地
区

・
柴
喘
隆
）

地
域
に
定
着
す
る

か
し
わ
ら

フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

小
中
学
校
児
故
生
従
を
対
象
に
し
た
「か

し
わ
ら
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
は
、さ

る
５
、

６
月
の
前
期
開
催
に
粒
い
て
８
、９

月
の
各

土
醍
３
回
に
わ
た
っ
て
後
期
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。

活動載者

■ | !  ! t  ‐ | 十t ■ i   ・  ■■
・
 i

柏
原
市
教
育
委
員
会
や
地
元
、

相
原
フ
ィ

ン
ン
ン
グ
ク
ラ
プ
の
協
力
を
祥
ま
し
た

こヽの
ス

ク
ー
ル
は
、

す
で
に
３
年
余
の
実
紙
を
積
み

地
域
に
定
持
し
つ
つ
あ
り
、釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
、

今
後
も
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
に
よ
り
努
力
を
碇
ね
て
行
く
決
心
で
す
。

（中
部
地
区
委
員
長
・中
野
忠
司
）

主
婦
層
に
人
気
高
ま
る

泉
佐
野
市
民
海
釣
り
入
門
講
座

今
年
で
４
年
日
の
開
競
と
な
り
、８

月
３０

日
か
ら
９
月
２０
Ｈ
の
Ｈ
岬
Ｈ
４
週
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。

■
佐
野
市
の
生
涯
学
料
セ
ン
タ
ー
の
生

注
教
育
の
一環
い
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、市

部
地
区
の
５
名
が
講
師
を
助
め
、

５
名
が
実
釣
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

と
く
に
今
回
は
「
趣
昧
と
し
て
釣
り
を

覚
え
た
い
！
」
と
云
う
主
師
や
、大

鮒
連
れ

の
受
講
材
が
日
立
ち
、同

耐
座
の
人
気
が
市

民
に
波
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、

高
部
地
区
所
ほ
ど
／
バ
ー
の
講
座

見
学
や
参
加
が
岬
え
、

地
区
内
の
活
動
参

加
意
欲
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

（南
部
地
区
・高
木
博
文
）

地
区
ス
タ
ツ
フ
の
参
加
で

初
の
岬
町
釣
り
大
会
開
催

に
協
力

８
月
９
日
、英

高
海
岸
一
″…ｆｒ
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
即
町
マ
リ
ン
フ
エ
る
ア
ィ
、ハ

ル
実
行
委
員

会
主
催

の
「迎
子
釣
り
大
会
」
は
、市

部

地
区
委
員
会
所
揺
の
釣
リ
イ
ャン
ス
ト
ラ
ク
タ

１
６
人
が
存
在
貝
と
し
て
協
力
。

参
加
子
２

０
０
人
の
釣
米
拝
合
に
当
た
る
な
ど
大
会

運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
釣
り
大
会
は
、同

委
眼
会
が
町
と
人

の
交
流
と
れ
の
環
境
保
護
を
呼
び
か
け
る

た
食
地
元
商
店
会
や
電
鉄
会
社
、毎
日
放
送
、

日
釣
振
。大
に
支
部
な
ど
の
協
力
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
が
、

初
め
て
の
催
し
と
あ
っ
て

主
継
者
側
で
は
、大

会
の
手
順
や
、

杯
↑
な

ど
未
経
験
な
部
分
が
あ
る
と
し
て
、

我
々
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
を
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

釣
呆
杯
介
は
勿

，
論
、

釣
り
場
の
清
掃
の

呼
び
か
け
、受

付
会
場
の
設
置
方
法
の
助
言
や
、

交
通
整
理
な
ど
に
も
当
た
り
、提

終
的
に
は

大
会
開
催
の
成
功
に
一役
買
い
、

主
催
者
側

か
ら
、

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
力
忙
を

大
い
に
認
め
て
載
く
結
米
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、当

日
、

地
元
在
住
の
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
朽
谷
毘
志
さ
ん
ら
が
「地
元
行
事
に

ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
嫌
い
た
い
」
と
、Ａム

場
に
駆

け
付
け
て
下
さ
る
な
ど
、南

部
地
区
の
活
動

の
構
が
広
が
，
ｔ
来
て
い
ま
す
。

（高
郎
地
区
委
員
長
・北
田
敬
明
）

本部の電話

局番号が

変わります。

大販市 内の電講局

番号変更に伴い
'9 9

年元旦の年前2時か

ら」OF l大張本部の電

話番号が「06-6245-

4800」となります。

|
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西区民まつりでAS謡郷LE5 11
中部地区主催

」
了

≡ｆ
・　
　
　
一≡

異
！ま
健

一驚
達

＼

＼

、

‐

‐

‐

‐

′

／

Ｈ
月
１
日
、大

阪
市
西
区
の
土
佐

公
園
一帯
で
催
さ
れ
た
西
区
民
あ
げ

て
の
文
化
行
事
「西
区
民
ま
つ
り
」

に
中
部
地
区
が
参
加
。

土
佐
公
聞

会
場
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
主
催
の
“フ

イ
ッ
ンヽ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
ルを
開
設
し
た
が
、

こ
れ
が
大
好
評
を
呼
び
、

子
供
を
中

心
と
し
た
家
族
連
れ
で
大
様
況
と
い

う
成
果
を
得
ま
し
た
。

ル
ア
ー
キ
ャ
る
ア
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
始

め
ル
ア
ー
製
作
、

魚
釣
り
な
ん
で
も

相
談
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
は
、

剛
幕
時

に
ま
で
、

順
番
を
待
つ
長
蛇
の
列
が

続
く
と
で
つ
人
気
ぶ
り
で
、
ま
つ
り

関
係
者
も
興
味
深
く
見
学
、

来
年

度
へ
の
開
催
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
「主
催
」
参
加

は
初
め
て
の
試
み
で
、

中
野
地
区
委

員
長
始
め
、佐

藤
理
事
、

井
波
委
員

ら
中
部
地
区
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

新
竹
北
部
地
区
委
員
長
。
高
木
南

部
地
区
委
員
な
ど
全
地
区
か
ら
２０

人
が
応
援
で
参
加
、Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

の
組
織
一体
と
な
って
運
営
に
当
た
り
、

そ
の
結
果
が
見
事

成
功
に
導
き
ま

し
た
。

ま
た
、同

行
事
に
は
日
本
水
産
資

源
保
護
協
会
、
日
本
釣
振
興
会
大

阪
府
支
部
、

地
元
亀
山
釣
具
、区

民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

（広
報
部
霜
塊
委
員
会
・北
田
敬
明
）

活動戦筈

観
行
事
・活
動
メ
モ

５
月
２４
田
　
柏
原
フ
イ
ッ
才
／
グ
ス
タ
ー
ル
開
縦

５
月
２‐
田
　
姓
佐
野
市
打
少
年
ル
ア
ー
孜
■
開
伴

６
月
７
日
　
取
佐
野
市
■
少
年
ル
ア
ー
数
キ
開
催

６
月
略
田
　
柏
噴
フ
イ
マ
ン
ン
グ
ス
ク
ー
ル
問
縦

６
月
１４
口
　
枚
方
市
民
釣
め
数
主
開
俳

６
月
２‐
日
　
英
佐
野
市
古
少
年
生
メ
ー
致
〓
開
離

６
月
２７
日
　
柏
軍
フ
イ
ン
ン
ン
グ
ス
タ
ー
ル
開
雑

７
月
１。
日
　
淀
叫
ク
リ
ど
′ア
ッ
プ
キ
ド
Ｋ
Ｉ
ン
客
加
協
力

７
月
２５
口
　
八
瞬
市
フ
イ
マ
ン
ン
グ
ス
ク
ー
ル
⌒８
月

８
日
迄
の
ネ
Ｈ
螺
３
回
開
催
）

８
月
９
日
　
蛸
マ
リ
プヽ
ラ
イ
ン
イ
ン
グ
Ｉ
Ｒ
岬
町
・
■

子
釣
り
大
会
運
営
協
力

８
月
２。
日
　
大
阪
市
杵
魚
及
流
■
整
、

参
加
協
力

８
月
２３
日
　
立
叫
通
欺
命
七
前
＝
会
開
肝

８
月
２９
日
　
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
釣
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
研
袴
会
開
催

８
月
３。
日
　
実
佐
野
市
民
海
釣
り
致
ギ
⌒９
月
抑

日
迄
の
各
日
螺
４
回
開
緯
）

‐。
月
Ｈ
日
　
和
英
町
キ
ャ
ン
プ
＆
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
⌒勢
．２５
田
迄
３
凹
開
艦
）

１。
月
２４
日
　
Ｂ
Ｓ
大
阪
連
親
釣
り
軒
溝
習
会
捕
導

的
月
２５
日
　
大
阪
湾
フ
ァ
ミ
リ
ー

ル
釣
り
大
会

あ
力

１１
月
ｌ
Ｈ
　
大
阪
市
西
区
民
祭
フ
ｔｉ
ノヽ
ン
／ヽ
グ
コ
ー

ナ
ー
開
催

Ｈ
月
１
日
　
大
和
川
ク
「
―
ン
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
見
学

Ｈ
月
８
日
　
大
京
市
家
族
海
釣
り
大
会
（部
和
歌

飛
海
浜
で
開
離
）
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専
門
家
招
い
て

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

研
修
会
開
催

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
寄
さ
ん
に
資
源
や
境
問
題
な
ど
魚
に
ま
つ

わ
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
８
月

２９
日
、

大
腹
市
立
中
央
会
館
で
「
希
１
回
研

修
会
」
を
開
離
し
ま
し
た
。

山
根
事
務
局
委
員
の
司
会
で
苦
川
会
長

が
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
現
況
な
ど
を

説
明
。

長
田
凱
夫
・大
阪
府
立
水
産
試
験

場
長
に
よ
る
「大
阪
海
の
魚
と
環
境
」
の
講

激
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

我
々
に
は
、

全

く
知
ら
ざ
る
大
限
湾
の
総
て
の
知
識
を
解

記
さ
れ
大
い
に
海
の
認
識
を
高
め
る
一▼
」が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、来

田
広
報
部
会
委
員
長
、

中
野
事
業
部
会
委
員
長
ら
に
よ
る
、

イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
や
事
業
、活

動
方
針
な
ど

の
説
明
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
韓
況
典
に

終
わ
り
ま
し
た
。

（広
報
部
会
委
員
・藤
本
滋
子
）

最 面 縮

釣
り
場
の
清
掃
や

審
査
に
協
力

フ
ァ
ミ
リ
ー
海
釣
り
大
会

水
辺
感
謝
の
日
で
、全

国
一斉
釣
り
場
市

締
デ
ー
の
１０
月
２５
日
、典

佐
野
市
の
貴
品
コ

ン
ピ
ナ
ー
ト
〒
Ｔ
の
堤
防
で
日
本
釣
振
興
会

大
阪
支
部
ｉ
継
、大

阪
釣
共
脇
同
縦
合
協
時
、

人
版
府
釣
り
団
体
協
議
会
協
力
の
「９８
フ
ア

ミ
リ
ー
れ
釣
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、Ｊ

Ｏ

Ｆ
Ｉ
大
ほ
か
ら
も
中
野
事
柔
部
会
、来

周
広

報
部
会
各
委
員
長
、本

村
事
務
用
長
な
ど

２７
名
が
半
朝
か
ら
参
加
し
て
、釣
り
場
の
汁

対
を
呼
び
か
け
た
り
、釣

米
の
祥
企
な
ど
に

当
た
り
ま
し
た
。

“
査      I ど
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Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
が
参
加

大
阪
湾
の
稚
魚
放
流

戦
か
な
海
づ
く
り
め
ざ
し
昭
和
５８
年
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
る
大
阪
湾
へ
の
離
魚
放
流
は
、

今
年
も
８
月
２０
日
、

大
阪
北
港
か
ら
岸
和

旧
沿
岸
一村
で
行
な
わ
れ
、士Ｈ

川
畿
久
難
会

長
ら
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
、協

力
し
ま
し
た
。

放
流
魚
は
、チ

ヌ
３
万
匹
、イ

ンヽ
ダ
イ
ｂ
千
匹
。

い
ず
れ
も
近
畿
大
学
白
浜
水
産
試
験
場
で

差
殖
さ
れ
た
魚
長
５
ｙ
の
性
魚
。

こ
の
事
業
は
日
本
釣
振
興
会
大
授
府
支
部
、

大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会
始
め
大
授
府
釣

船
受
協
同
細
合
、

大
阪
釣
具
協
同
報
合
の

協
力
体
制
で
実
施
さ
れ
、

そ
の
資
金
は
日
釣

張
府
支
部
や
、毎

年
大
阪
南
港
・イ
ン
ア
ッ
ク

ス
大
阪
で
能
さ
れ
て
い
る
フ
イ
ン
ン
ン
グ
シ
ョ

１
０
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
入
場
者
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
基
金
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

好
評
に
応
え
て

第
２
回
目
開
催

普
通
数
命
士
講
習
会

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
限
で
は
８
月
２３
日
、守

Ｈ
門

真
消
防
組
合
の
脇
力
を
得
て
配
Ｈ
通
救
命

■
講
習
会
」
を
開
継
し
ま
し
た
。

同
講
習
会
は
、

釣
り
場
で
の
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
時
に

役
立
つ
応
急
子
当
や
、人

工
呼
吸
法
な
ど
実

地
的
に
教
わ
り
資
格
を
取
得
す
る
も
の
で
、

今
回
は
２
回
日
の
問
眺
。

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
政
の
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

‐
２７
名
が
参
加
、熱

心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
（大
阪
府
釣
リ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
連
綸
機
構
）
が
釣
り
の
ポ
ラ
ン
ア

イ
ア
活
動
を
開
始
し
て
ま
る
３
年
。
よ
う
や

く
細
撤
の
存
在
が
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

各
市
町
村
の
地
域
住
民
へ
の
釣
り
技

術
指
導
や
、

放
流
（女
源
保
護
）滞
韓
（れ
、

河
川
の
環
境
保
超
）
な
ど
、

年
々
活
動
の
場

が
広
が
り
、

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
熱

心
な
活
動
ぶ
り
が
好
感
と
信
敗
を
寄
せ
ら

れ
る
工
つヽ
に
な
っ
た
の
が
．因

と
も
一一専
え
ま
す
。

と
く
に
今
年
は
各
市
町
の
教
育
委
Ｈ
会

を
中
心
に
持
少
年
の
他
全
育
成
や
生
涯
学

習
な
ど
社
会
教
育
を
目
的
と
し
た
各
れ
釣

り
技
術
指
導
（精
原
、枚

方
、良

佐
野
、人

幡
市
）

ま
た
、

町
お
こ
し
（大
阪
西
区
、

岬
町
）

各
和
釣
り
関
係
団
体
の
音
源
、

環
境
保
護

活
動
（放
流
、

釣
り
場
滞
柿
）
な
ど
活
発
な

参
加
活
動
が
多
岐
に
わ
た
り
災
開
さ
れ
、

多
く
の
人
連
と
交
流
し
て
き
た
の
が
そ
の

成
共
を
積
み
上
げ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

だ
か
、

こ
れ
ら
の
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
活
動
は
、

関
係
し
た
団
体
に
は
知
ら
れ

て
い
る
も
の
の
一投
的
に
は
、

ま
だ
知
ら
れ

て
い
る
範
囲
に
限
り
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

十
い
、

今
年
は
飛
鞘
的
に
活
動
の
場
が

広
が
り
、

関
係
マ
ス
マ
ミ
も
徐
々
に
関
心
の

日
を
向
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

記
事

担
駐
な
ど
の
協
力
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、

或
る
社
か
ら
は
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
陵
の

各
純
行
■
の
楽
内
や
活
動
状
況
な
ど
の
担

載
な
ど
の
様
極
的
な
支
援
を
中
し
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
で
は
、

こヽう
し
た

マ
ス
コ
ミ
各
井
へ
の
対
応
掟
と
し
て
、

新
年

度
か
ら
広
報
部
会
内
に
窓
口
と
け
従
担

当
者
を
設
け
る
な
ど
、

積
根
的
に
安
料
提

供
や
取
材
協
力
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
各
位
に
お
き
ま
し

て
も
大
い
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（広
報
部
会
）
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◆
手
作
り
で
塩
集
す
る
会
報
も
今
回
で
第
３

号
を
発
行
す
る
連
び
と
な
り
ま
し
た
。
，こ
れ
ま

で
の
編
筆
工
程
と
異
な
り
、釣

リ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
の
活
動
の
電
も
広
が
り
、記

事

の
内
容
も
豊
富
と
な
っ
て
紅
面
が
手
狭
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

編
集
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
反
面
、没

に
し
た
り
次
号

に
取
り
残
す
記
事
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
す
、

そ
れ
が
最
も
頭
の
癌
い
点
で
す
。

出
来
れ
ば
、

折
角
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
を
ホ
ツ
ト
の
あ
い
だ
に

掲
記
し
た
い
の
が
本
書
で
す
。
３
日
経
っ
た
ら

士Ｈ新
聞
―
の
発
行
で
は
回
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
会
報
は
会
組
織
の
動
脈
で
あ
り
、

▲〓
員
間
の

帽
報
伝
達
や
、

意
見
交
換
な
ど
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
一こ
の
た
め
本
観
窮

理
事
会
で
は

――
月
か
ら
懇
窺
閣
催
中
の
「榔
年
度
予
算

事

業
案
」
協
議
で
は
会
報
発
行
を
重
要
課
題
と
し

て
報
り
上
げ
、

予
算
不
足
の
な
か
垣
曇
、

発
行

に
対
す
る
拡
大
予
算
の
捻
出
を
検
討
す
る
な

ど
努
力
し
て
お
り
、徐

々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
曽
さ
ん
に
お
応
え
出
来
る
立
派
な
会

報
の
発
行
が
実
現
し
て
行
く
も
の
と
確
億
し

て
い
ま
す
。

◆
ま
た
、

そ
う
な
る
と
掲
載
内
容
の
充
実
を

田
う
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
会
員
の

輻
広
い
「握
ヨ
」
や
「情
報
」
な
ど
の
投
璃
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
記
事
は
、

活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
投
穏
が
、

そ
の

殆
ど
で
す
。

都
合
で
活
動
に
歩
加
で
き
な
い
方

で
も
、釣

リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、

い
ろ

い
ろ
な
把
譲
や
情
報
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

授
稿
を
通
じ
て
会
員
閣
と
交
流

を
図
ら
れ
る
の
も
活
動
の
一つ
と
考
え
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
会
報
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
、

お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
な
お
、写

真
、パ

ソ
コ
ン
、編

集
な
ど
の
経
験
者
、

ま
た
は
興
味
の
あ
る
方
で
会
報
編
集
に
参
抑

し
て
成
け
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
会
本
部
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（広
報
部
塩
案
委
員
会
・北
田
敬
明
）
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